
雄物川水系河川整備計画の策定について雄物川水系河川整備計画の策定について
（大臣管理区間）（大臣管理区間）

治水に関する整備目標について

Ⅰ．整備目標の基本的考え方
Ⅱ．雄物川における整備目標（案）の考え方
Ⅲ．雄物川における整備目標（案）

平成平成2020年年1122月月2525日日
国土交通省　東北地方整備局国土交通省　東北地方整備局

資料－３



■東北地方整備局管内の河川整備計画（大臣管理区間）における
治水の目標は、概ね戦後第１位の洪水であり、これを概ね30年間
の河川整備で対応。

■雄物川の第１位洪水は昭和22年7月洪水で椿川地点流量
8,500m3/sであり、雄物川水系における計画高水流量（1/150規
模）8,700m3/sと概ね同等であることから、雄物川の現在の整備状
況を勘案すると、今後概ね３０年の期間で実施する段階的な治水
の整備目標とするには著しく高い水準であり、期間内の整備目標とし
ては、適当ではない。

■よって、雄物川の整備計画における目標の対象は第１位の昭和22
年7月洪水以外とする。データの蓄積状況を考慮し、椿川基準地点
の昭和16年～平成19年の期間で第２位の流量となる昭和19年7
月洪水を整備計画の目標とする。

■また、雨が降った地域により洪水流量に差が生じるため、雄物川水
系の各主要地点（椿川以外）における目標流量の決定にあたっても
基準地点と同様、昭和22年7月洪水以外の実績洪水から目標を選
定。

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

7000

8000

9000

10000

S
16

S
19

S
22

S
25

S
28

S
31

S
34

S
37

S
40

S
43

S
46

S
49

S
52

S
55

S
58

S
61

H
01

H
04

H
07

H
10

H
13

H
16

H
19

ピ
ー
ク
流
量
(m
3/
s)

雄物川水系　椿川基準地点の流量

基本高水のピーク流量 　9,800m3/s　（1/150）
第2位（6,500m3/s：S19.7）

第1位（8,500m3/s：S22.7）
S22.7洪水の流量は計画高水流量
8,700m3/s（1/150）と概ね同等

計画高水流量 　8,700m3/s　（1/150）

※流量は推定流量

（※1/100のとき 　8,100m3/s）

　　Ⅰ．整備目標の基本的考え方　雄物川水系河川整備目標の基本的考え方（第３回学識者懇談会時）

1

雄物川の整備計画目標

（時間的経過）
概ね３０年間

段階的整備目標　　　
（今回の整備計画）

低い

現在

当初計画
大正６年

（
河
川
整
備
の
目
標
水
準
）

今回の
整備計画期間

長期的目標

河川整備基本方針

間

現在の河川

高い

低い

既往第１位　S22.7洪水　８，５００ｍ３／ｓ

当初計画
大正６年

（
河
川
整
備
の
目
標
水
準
）

整備計画

近年の事業投資傾向から想定
した現実的な整備水準

これまでの
治水対策

河川整備基本方針における計画規模（1/150）

河川整備基本方針における計画規模（1/100）

：9,800m３/s　　

：8,100m３/s

基本高水流量　計画高水流量

8,700m３/s　　

計画高水流量

S19.7洪水　６，５００ｍ３／ｓ
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〔 雄物川橋地点　年最大流量：氾濫戻し ・ダム無し推定〕

第1位：昭和22年7月（3,200m3/s）

第２位：昭和62年8月（2,900m3/s）

雄物川：雄物川橋地点の年最大流量（氾濫戻しダム無し推定）

計画高水流量 　4,400m3/s　（1/100）
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〔 大曲地点　年最大流量：氾濫戻し・ダム無し推定 〕

第1位：昭和22年7月（4,600m3/s）

第２位：昭和62年8月（3,500m3/s）

雄物川：雄物川大曲地点の年最大流量（氾濫戻しダム無し推定）

計画高水流量 　5,600m3/s　（1/100）

◆雄物川水系における治水の目標

雄物川水系における治水目標は、著しく
整備水準が高い昭和22年7月洪水を除き、
各主要地点において第１位となる洪水が
発生しても、浸水被害等の重大な家屋被
害の防止を図ると共に、農地等について
も浸水被害の軽減に努める。

【治水対策の対象洪水】

　椿川地点（雄物川：河口～玉川合流点）
　　　　　　→　昭和19年7月洪水規模

　大曲地点（雄物川：玉川合流点～横手川合流点）
　　　　　　→　昭和62年8月洪水規模

　雄物川橋地点（雄物川：横手川合流点～上流端）
　　　　　　→　昭和62年8月洪水規模

　玉川橋地点（玉川）
　　　　　　→ 平成19年9月洪水規模

　岩崎橋地点（皆瀬川・成瀬川）
　　　　　 → 昭和62年8月洪水規模

◆今回定める河川整備計画の対象期間は
　　　　　　　　　　今後概ね３０年間今後概ね３０年間
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　　Ⅱ．雄物川における整備目標（案）の考え方　雄物川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水の目標
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〔 大曲地点　年最大流量：氾濫戻し・ダム無し推定 〕

第1位：昭和22年7月（4,600m3/s）（達成率82%）

第２位：昭和62年8月（3,500m3/s）（達成率62%）

計画高水流量 　5,600m3/s　（1/100）

雄物川：雄物川大曲地点の年最大流量（氾濫戻しダム無し推定）
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〔 雄物川橋地点　年最大流量：氾濫戻し・ダム無し推定 〕

第1位：昭和22年7月（3,200m3/s）（達成率72%）

第２位：昭和62年8月（2,900m3/s）（達成率65%）

計画高水流量 　4,400m3/s　（1/100）

雄物川：雄物川橋地点の年最大流量（氾濫戻しダム無し推定）

約90%
（H19.9）

●
約60%
（S62.8）

●

●■ ●

雄物川橋地点
（計画高水流量1/100：4,400m3/s）

椿川基準地点
（計画高水流量1/100：8,100m3/s、
　　　　　　　 1/150：8,700m3/s）

大曲地点
（計画高水流量1/100：5,600m3/s）

約60%（S62.8）
約70%（S22.7）

約60%（S62.8）
約80%（S22.7）

約80%
（S19.7）
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〔 玉川橋（長野）地点　年最大流量：氾濫戻し ・ダム無し推定〕

第2位：昭和22年7月（3,200m3/s）（達成率84%）

第1位：平成19年9月（3,600m3/s）（達成率94%）

支川玉川：玉川橋地点の年最大流量（氾濫戻しダム無し推定）

計画高水流量 　3,800m3/s　（1/100）
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基本高水のピーク流量 　9,800m3/s　（1/150）
第2位（6,500m3/s：S19.7） 計画高水流量 　8,700m3/s　（1/150）

※流量は推定流量

（※1/100のとき 　8,100m3/s）

雄物川：椿川基準地点の年最大流量（氾濫戻しダム無し推定）

（達成率80%）

■大曲地点・雄物川橋地点の整備計画目標について再検討を実施した。
・第3回懇談会で提示した目標の場合、目標レベル（整備計画目標流量／計画高水流量に対する割合）は椿川で約８割であるが、大曲地点・雄物川橋地点では約６割に留まり、
中流部の資産集積地である大仙市・横手市周辺が低い設定であった。
・大曲地点・雄物川橋地点における昭和２２年７月洪水規模は、目標レベルとしては概ね８割となり、雄物川沿川の資産集積に応じた目標レベル向上が図られることとなるた
め、一貫した整備水準の確保が可能となることから、整備計画で目指す目標として妥当と判断。

　※整備計画目標流量：河道及び洪水調節施設への配分によって対応する流量
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〔 岩崎橋地点　年最大流量：氾濫戻し・ダム無し推定 〕

第4位：昭和22年7月（1,100m3/s）

第1位：昭和62年8月（1,300m3/s） （達成率59%）

計画高水流量 　2,200m3/s　（1/100）

支川皆瀬川：岩崎橋地点の年最大流量（氾濫戻しダム無し推定）

（達成率50%）
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河道水位 現況河道（整備計画目標流量 第3回時点）

河道水位 現況河道（整備計画目標流量 第4回時点）

■大曲地点から上流区間については、戦中・戦後の時代から先行して改修が行われてきた区間であり整備水準が高く、既往第１位となる昭和22年7月洪水規模が現況河道を流下した
場合に想定される水位は昭和62年8月洪水規模の場合と比較して大きいが、HWL以下で安全に流下させるために対策が必要となる箇所はほぼ同じで、整備内容に大きな違いはない。

■また、大曲地点はHWLを大きく超過しているが、大曲捷水路等により河道がもつ洪水流下能力が大きく、玉川合流点より下流で必要となる河道整備により水位を低減できる。
■従って、大曲地点から上流区間は、昭和22年7月洪水を整備目標としても十分に対応可能と判断した。
■整備計画においては、河道で洪水を安全に流下させる機能を将来にわたって維持管理することも大きな目標であり、整備水準が比較的高い大曲地点・雄物川橋地点における整備計
画目標流量を昭和22年7月洪水規模に変更することは機能維持の観点からも妥当と判断。

3

昭和19年7月洪水規模

昭和62年8月洪水規模（前回）　

昭和22年7月洪水規模（目標再検討）

　　Ⅱ．雄物川における整備目標（案）の考え方　雄物川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水の目標

HWLを超過
している地区

　既往第1位となる昭和22年7月洪水を対象とした場合、昭和62
年8月洪水を対象とした場合の水位より大きくなるが、HWLを超
過し対策が必要となる箇所はほぼ同じため、目標を変えた場合の
整備内容にも大きな違いはない。

　洪水がHWL以下で安全に流れるよう河道掘削による水位低下及び洪水調
節施設による河道配分流量の低減等を図る必要がある

第3回時点目標流量
第4回時点目標流量

Q=6,500m3/s
Q=6,500m3/s

Q=3,500m3/s
Q=4,600m3/s

Q=2,900m3/s
Q=3,200m3/s

HWLを超過
している地区

※整備計画目標流量：目標とする規模の洪水を洪水調節なしで推定

　大曲地点では、
下流河道の整備に
より水位低減可。



鎧畑ダム

皆瀬ダム

玉川ダム

成瀬ダム

■椿川

●

●雄物川橋

●

●

岩崎橋

大曲

玉川橋
昭和19年7月
洪水規模

平成19年9月洪水規模

昭和62年8月洪水規模

重要度を加味し、
600m3/sを加える

区間

昭和22年7月洪水規模

（昭和62年8月洪水規模）

◆雄物川水系における治水の目標

【治水対策の対象洪水】

　椿川地点（雄物川：河口～玉川合流点）　　　　　→　昭和19年7月洪水規模

　大曲地点（雄物川：玉川合流点～横手川合流点）　→　昭和22年7月洪水規模

　雄物川橋地点（雄物川：横手川合流点～上流端）　→　昭和22年7月洪水規模

　玉川橋地点（玉川）　　　　　　　　　　　　　　→ 平成19年9月洪水規模

　岩崎橋地点（皆瀬川・成瀬川）　　　　　　　 → 昭和62年8月洪水規模

整備計画の目標(案)
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◆今回定める今後概ね今後概ね3030年間年間の河川整備計画目標流量

河川名 地点名
整備計画

目標流量

雄物川

椿川

大曲

雄物川橋

7,100m3/s
4,600m3/s
3,200m3/s

S19.7規模
S22.7規模
S22.7規模

玉川 玉川橋 3,600m3/s H19.9規模

皆瀬川

成瀬川
岩崎橋 1,300m3/s S62.8規模

※整備計画目標流量：河道及び洪水調節施設への
　　　　　　　　　　配分によって対応する流量

　　Ⅲ．雄物川における整備目標（案）　雄物川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水の目標

　雄物川水系における治水目標は、『既往最大洪水等の昭和年代に発生した代表的洪水と同規模の洪水が発生
しても、浸水被害等の重大な家屋被害の防止を図るとともに、農地等についても浸水被害の軽減に努める』こ
ととする。

重要度を加味し、
基本方針と同じ　
安全度の向上分を
加える区間　　
（約600m3/s）



水系の基準となる地
椿川

昭和19年7月規模 6,500m3/s ①  6,400m3/s ①-②

現況流下能力 1,400m3/s

実績流量
（氾濫戻しダム無し推定）

現況洪水調節施設
施設調節後の河道流出量 河道超過流量

②  5,000m3/s（区間最小）

◆現況河道及び現況洪水調節施設で昭和19年7月洪水規模と同規模の洪水が発生した場合の浸水想定区域

昭和19年7月洪水規模と同規模の洪水が発生した場
合、現況の河道と現況の洪水調節施設では洪水氾
濫による被害を防止することが困難

⇒新たな治水対策が必要

●河口～玉川合流点
　昭和19年7月洪水規模と同規模の洪水が発生した場合、
現況流下能力を超過し、氾濫する

※現況洪水調節施設（直轄ダム：玉川ダム、補助ダム：鎧畑ダム，皆瀬ダム 等）

【昭和19年7月洪水規模における浸水想定世帯数と面積】

想定被害内容
(河口～玉川合流点)

浸水想定

世帯数

床上 雄物川 約 3,100 世帯

床下 雄物川 約 　150 世帯

浸水想定面積 雄物川 約 5,400 ha　

＊氾濫は外水のみ考慮
＊破堤の可能性のある全ての地点で
破堤させた場合の浸水範囲を表示

＊破堤開始：危険水位(破堤の恐れの
ある水位相当)

*河道は現況

　　　　：S19.7規模浸水想定範囲

※現況浸水想定区域図
は、越水及び破堤の
危険性のある全ての
箇所での氾濫エリア
を重ねあわせたもの
であるので、浸水エ
リアの最大範囲を示
している

浸水想定範囲

玉川

雄
物
川

S19.7洪水規模を
目標とする区間

河口●
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　　Ⅲ．雄物川における整備目標（案）　雄物川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水の目標

●大曲

■椿川

●玉川橋



◆現況河道及び現況洪水調節施設で昭和22年7月洪水規模と同規模の洪水が発生した場合の浸水想定区域

昭和22年7月洪水規模と同規模の洪水が発生した場
合、現況の河道と現況の洪水調節施設では洪水氾
濫による被害を防止することが困難

⇒新たな治水対策が必要

●玉川合流点～上流端
　昭和22年7月洪水規模と同規模の洪水が発生した場合
現況流下能力を超過し、氾濫する

【昭和22年7月洪水における浸水想定世帯数と面積】

※現況洪水調節施設（補助ダム：鎧畑ダム，皆瀬ダム 等）
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想定被害内容
(玉川合流点～上流端)

浸水想定

世帯数

床上 雄物川 約 8,000 世帯

床下 雄物川 約 3,400 世帯

浸水想定面積 雄物川 約 6,200 ha　

　　Ⅲ．雄物川における整備目標（案）　雄物川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水の目標

主要な地点
大曲

昭和22年7月規模 4,600m3/s ①  4,400m3/s ①-②

現況流下能力 1,200m
3
/s

実績流量
（氾濫戻しダム無し推定）

現況洪水調節施設
施設調節後の河道流出量

河道超過流量

②  3,200m
3
/s（区間最小）

主要な地点
雄物川橋

昭和22年7月規模 3,200m3/s ①  3,100m3/s ①-②

現況流下能力 1,100m3/s

実績流量
（氾濫戻しダム無し推定）

現況洪水調節施設
施設調節後の河道流出量

河道超過流量

②  2,000m3/s（区間最小）

※現況浸水想定区域図
は、越水及び破堤の
危険性のある全ての
箇所での氾濫エリア
を重ねあわせたもの
であるので、浸水エ
リアの最大範囲を示
している

浸水想定範囲

玉川

成瀬川

雄
物
川

●大曲

●
岩崎橋

　　　　：S22.7規模浸水想定範囲

＊氾濫は外水のみ考慮
＊破堤の可能性のある全ての地点で
破堤させた場合の浸水範囲を表示

＊破堤開始：危険水位(破堤の恐れの
ある水位相当)

*河道は現況

雄物川橋●

S22.7洪水規模を
目標とする区間

皆瀬川

●玉川橋



◆現況河道及び現況洪水調節施設で平成19年9月洪水規模と同規模の洪水が発生した場合の浸水想定区域

平成19年9月洪水規模と同規模の洪水が発生した場
合、現況の河道と現況の洪水調節施設では洪水氾
濫による被害を防止することが困難

⇒新たな治水対策が必要

●支川玉川
　平成19年9月洪水規模と同規模の洪水が発生した場
合、現況流下能力を超過し、氾濫する

　　　　：H19.9規模浸水想定範囲

雄
物
川

※現況浸水想定区域図
は、越水及び破堤の
危険性のある全ての
箇所での氾濫エリア
を重ねあわせたもの
であるので、浸水エ
リアの最大範囲を示
している

浸水想定範囲

想定被害内容

(玉川)

浸水想定

世帯数

床上 玉川 約 0 世帯

床下 玉川 約 30 世帯

浸水想定面積 玉川 約 30 ha　

【平成19年9月洪水規模における浸水想定世帯数と面積】

＊氾濫は外水のみ考慮
＊破堤の可能性のある全ての地点で
破堤させた場合の浸水範囲を表示

＊破堤開始：危険水位(破堤の恐れの
ある水位相当)

*河道は現況

※現況洪水調節施設（直轄ダム：玉川ダム、補助ダム：鎧畑ダム ）

H19.9洪水規模を
目標とする区間
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　　Ⅲ．雄物川における整備目標（案）　雄物川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水の目標

玉川

●玉川橋

●大曲

主要な地点
玉川橋（長野）

平成19年9月規模 3,600m3/s ①  2,900m3/s ①-②

現況流下能力 400m3/s

実績流量
（氾濫戻しダム無し推定）

現況洪水調節施設
施設調節後の河道流出量

河道超過流量

②  2,500m3/s（区間最小）



皆瀬川

雄
物
川

S62.8洪水規模を
目標とする区間

成
瀬
川

●
岩崎橋

主要な地点
岩崎橋

昭和62年8月規模 1,300m3/s ①    1,100m3/s ①-②

現況流下能力 100m
3
/s

実績流量
（氾濫戻しダム無し推定）

現況洪水調節施設
施設調節後の河道流出量 河道超過流量

②  1,000m
3
/s（区間最小）

◆現況河道及び現況洪水調節施設で昭和62年8月洪水規模と同規模の洪水が発生した場合の浸水想定区域

昭和62年8月洪水規模と同規模の洪水が発生した場
合、現況の河道と現況の洪水調節施設では洪水氾
濫による被害を防止することが困難

⇒新たな治水対策が必要

　　　　：S62.8規模浸水想定範囲

※現況浸水想定区域図
は、越水及び破堤の
危険性のある全ての
箇所での氾濫エリア
を重ねあわせたもの
であるので、浸水エ
リアの最大範囲を示
している

浸水想定範囲

想定被害内容

(皆瀬川、成瀬川)

浸水想定

世帯数

床上 皆瀬川 約 800 世帯

床下 皆瀬川 約 50 世帯

浸水想定面積 皆瀬川 約 350 ha　

【昭和62年8月洪水規模における浸水想定世帯数と面積】

＊氾濫は外水のみ考慮
＊破堤の可能性のある全ての地点で
破堤させた場合の浸水範囲を表示

＊破堤開始：危険水位(破堤の恐れの
ある水位相当)

*河道は現況

※現況洪水調節施設（補助ダム：皆瀬ダム）
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　　Ⅲ．雄物川における整備目標（案）　雄物川水系河川整備計画（河川法第16条の二）における治水の目標

●支川皆瀬川、成瀬川
　昭和62年8月洪水規模と同規模の洪水が発生した場
合、現況流下能力を超過し、氾濫する


